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未入会校友の皆様、稲門会に入会しませんか

この度、市内在住で未入会の校友（１９６５年から１９８４年卒業）２６０名の方に「東

稲ニュース６５号」をポストマンがお届けいたします。

当会に入会されますと地元に居ながら安心して同窓の仲間と交流できます。隔月に「東稲

ニュース」各種催し物チラシを、また７月には会員名簿を配布いたします。会主催行事の

新年会、総会・懇親会、秋の旨いもの会では参加者同士が親睦を深め、締めくくりには校

歌を歌います。会では年４回の映画観賞会の他、１６の趣味の会（下記列記）があり自由

に参加できます。入会手続きは同封の「払込取扱票」を使用し３０００円をお振り込みい

ただくだけで会員になれます。どうかこの機会にご入会下さい。

趣味の会：女性サークル、散策山歩き、ゴルフ、囲碁、俳句、書道、太極拳、グルメ、郷

土研究、ウォーキング、カラオケ、春秋早慶戦観戦、ラグビー観戦、諸芸術鑑賞、お誕生

会、旅行同好会。 詳しくはホームページをご覧下さい。

会の告知板

７月１８日（水） お誕生会         １７：３０～  東久留米「やる気茶屋」

７月２８日（土） カラオケを楽しむ会    １８：００～  東久留米「オンチッチ」

８月 ５日（日） 役員会          １３：３０   生涯学習センター

８月１５日（水） お誕生会         １７：３０～  東久留米「やる気茶屋」

９月２７日（木） 映画鑑賞会「素晴らしき哉人生」１４：００ 成美教育文化会館

[大学・校友関係]
７月 ７日（土） 早稲田大学商議員会    １４：００   平山、安次峰、菱山

８月２５日（土） 三多摩支部会長会   １４：００   京王クラブ 平山

[会の報告]
○部会補助金対象の部会収支報告書を会計監事が監査した結果、問題はなかった。今後も

収支報告書を提出することとする。

○平成２４年会員名簿原稿は平山→高橋事務局次長に担当替えとなる。

○稲門会設立２０周年を２年後に控え校友会組織強化補助金、部会補助金の見直しなどを

含め原資の確保を検討して行きたい。
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[部会報告]
旅行同好会 第一回「松本・安曇野・善光寺の旅」に参加して

５月２２日（火）朝８時、曇り空の中を東久留米駅前から、あの NHKの朝ドラ「おひさ

ま」の舞台目指してバスが出発。参加者は１５名、２７人乗りの貸し切りサロンバスだか

らゆったり過ごせる。正午近く松本城に到着。すぐ側の「そば庄」の２階座敷で、天守閣

を眺めながら「名城ざるそば」を味わう。手打ちざるそばに松本名物の馬刺し、天ぷら盛

り合わせがついている。一杯やる人も居て、旅気分が盛り上がる。松本城は国宝で、現存

する天守閣では我が国最古と言われ、五層６階の天守閣は黒塗りで、一名「烏城」といわ

れるように、華美ではないが重厚な風格が感じられる。内部の急な階段で天主６階まで上

り詰めると松本市内が一望できる。城内にある市立博物館には、古文書、古時計、七夕人

形、藩主の奥方が乗った駕籠など所蔵資料が多いが、中でも目を引いたのは、藩主戸田氏

の甲冑と並び展示されている重臣・松崎家累代の甲冑と刀剣類であった。因みにこの松崎

家は、当会の松崎博さんの実家である。

松本城から北へ５分程歩いて旧開智学校へ。わが国最古の小学校で、明治の初めに建て

られた校舎は重要文化財に指定されている。木造２階建て、外壁は白い漆喰、唐破風造り

の玄関の上に八角形の望楼を乗せた和洋折衷建築である。明治以来の教育資料を展示公開

しており、明治天皇が行幸された時休まれた部屋が「玉座の間」として残されている。

別名烏城と言われる国宝松本城       「おひさま」でお馴染の安曇野の水車

バスは安曇野目指して一路北上。小ぬか雨が降ったり止んだりする中を、穂高の「大王

わさび農場」に着く。１５万㎡という広さで、北アルプス山麓から流れる澄んだ水でわさ

びが栽培されている。清冽な流れにゆったり回る水車や、ポプラとアカシアの散歩道など、

絵画のような風景が展開する。レストハウス、そば処、わさびのみやげ店等もあり、ここ

で１時間近くゆっくり過ごす。

このあたりに点在する道祖神を見ながらバスは穂高神社へ。奥深い森に囲まれて拝殿と

三殿が立つ、信州では諏訪大社と並び信仰されているとのこと。

穂高神社からバスで１５分、今日の宿泊先・穂高温泉の江戸川区立穂高荘に着く。新緑

に囲まれた清楚な６階建てで、温泉は柔らかく、肌がすべすべして快い。料理も地場の食

材中心で、例えばお造りは馬刺し、安曇野産信濃雪鱒、鮪の三点盛り。鍋物は信州牛すき
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鍋。天ぷらはたらの芽、こしあぶら他の山菜などなど。

品数、味付け共申し分なし。公立の施設で料金も割安

なので、いささか不安があったが、全くの杞憂で、こ

の低料金で良くやってゆけると思う程であった。

翌２３日は雲一つない快晴。万年雪を戴いた北アル

プスの山なみが目の前に展開している。爽やかな風の

中を、バスで１０分くらいの「鐘の鳴る丘」に向かう。

終戦後の NHKラジオから流れたあの♪緑の丘の赤い  これがとんがり帽子の時計台

屋根 とんがり帽子の時計台♪のモデルとなった建物が文字通り緑の丘に在った。現在は

青少年の研修施設としているとのこと。その前の石碑にこの歌詞が刻まれていた。大島勝

典さんのハーモニカ伴奏で全員で大きな声で斉唱する。往時の戦災孤児のことが偲ばれ胸

が熱くなるのを覚えた。丁度通りかかった熟年の夫婦が拍手をしてくれた。

碌山美術館の本館は蔦に覆われた赤い煉瓦造りで教会を思わせる。パリでロダンの教え

を受け、帰国後生命感溢れる彫刻を制作し３１歳で急逝した碌山（萩原守衛）の彫刻が展

示されている。中でも重要文化財に指定されていて最高傑作といわれる絶作「女｝には皆

熱心に見入っていた。別棟には碌山と関係が深かった高村光太郎などの彫刻と友人画家の

作品、碌山の油彩絵、デッサン、スケッチブックなどが展示されていて見応えがあった。

爽やかな風の中を善光寺へ、まずは予約してある参道の宿坊「兄部坊（このこんぼう）」

で精進料理の昼食。うなぎ湯葉、みすず豆腐などの煮物，じゃが芋の菊花造りの酢の物、

ごま豆腐などが次々と供される。いずれも上品で素材の味を活かした薄味。そして締めは

アスパラガスの炊き込みご飯に、デザートのスライスかりんの砂糖づけ。古い廊下がピカ

ピカに磨き上げられているのが印象に残った。

                  食後宿坊の執事の方の案内で善光寺参り。創建

１４００年を誇る無宗派の大寺院で、正に信州

を代表する古刹である。国宝の本堂、２層入母

屋造りの山門、吽形（うんぎょう）像と阿形（あ

ぎょう）像が両脇に立つ仁王門などを懇切丁寧

に説明してくれる。

                   ２時半、帰路につく。途中 ICや道の駅に立ち

寄り、土産の山菜などを仕入れる。車中で一杯

善光寺山門をバックに記念撮影    やりながら、携帯の神宮球場ニュースで早明戦

の経過を見る。東久留米が近くなったあたりで漸く延長１０回、７対６で勝ち、同時にリ

ーグ優勝が決まったことが分かり、大歓声と拍手がおこり、今回の「信州の水と緑と空気

と食」を満喫した旅の良い仕上げとなった。なお、参加者は藍原、安次峰、鮎貝夫人、井

坂、大島、太田、神田、酒巻夫人、東海、比護、菱山、平山、松崎、森田、米光の皆さん

でした。                              （神田尚計記）
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女性サークル

５月１０日（木）幸丸寿司にて女性サークルの昼食会をひらきました。女性サークルの

部会長を私、石寺美弥子が昨年度に引き続き今年度も引き受けさせていただく事の報告会

となりました。事後承諾を頂く事になってしまいましたが、皆様には心暖かく受け入れて

頂き有り難う御座いました。久しぶりにお会いする

方々もいらして、色々と話に花が咲きとても楽しゅ

うございました。親御さんを介護なさっている方々

も多く、チョット短時間家空けるだけの昼食会は出

席しやすいとの、貴重なご意見も伺えました。6月

には故大川洋子姉のお墓参りに行く事などを決めて

散会となりました。楽しい時間が過ごせて幸いでし

た。出席者：榎本、岡野、吉川、佐藤、棚野、長瀬、

菱山、石寺の皆さんでした  （石寺美弥子記）  ６月７日故大川さんの墓前にて

     

第４０回ウォーキングを楽しむ会

                「山手線一周巡り」最終回のウォーキングを５月

２７日（日）参加者１８名（内女性８名）にて行

なった。今回は「第１５回山手線巡り・ＪＲ池袋

駅～高田馬場駅」のウォーキングで４年がかりの

企画の総仕上げでした。コースは雑司ヶ谷霊園、

大鳥神社、雑司ヶ谷鬼子母神、水稲荷神社、甘泉

園、穴八幡宮、早大キャンパス等で新緑の中を新

鮮な気持ちで歩く事が出来た。雑司ヶ谷霊園では

鬼子母神境内で記念撮影   夏目漱石の墓石の大きさに目を見張り、鬼子母神境

内では樹齢６００年の大イチョウの木に驚き、そのあと穴八幡宮を参拝して早大キャンパ

スに入った。キャンパス内は日曜日のせいか学生は少なく静かな感じがした。現在３号館

校舎が建替え工事中で、正門から大隈重信の銅像に至る通路は狭くなっていた。卒業以来

久しぶりに大学へ来たという方もいて、大隈講堂を見上げながら学生時代を懐かしく思い

出した。 天候にも恵まれ楽しく語らいながらのウォーキングは無事終了し、そのあと大

学付近の蕎麦屋（金城庵）で昼食を兼ねた打ち上げを行い親睦を深めた。

                                   （森田隆記）

東京六大学野球早慶戦観戦  早稲田完全優勝ならず

既に春季リーグ優勝を決め、早稲田の圧倒的優位なもと、6 月 2 日（土）晴天のもと早慶

戦第一回戦が行われた。新人ながらエース吉永が早慶戦デビュー、試合前の殿堂表彰式が

長かったためか、早慶戦の緊張のためかいつもの球威がみられず 1 回福留に先頭打者本塁

打を浴びる等 4 回 2/3 を 3 安打 2 失点で降板、一方、慶応・福谷は立ち上がり悪かったが 8
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回まで好投し無失点、そこで球場を去る人もいたが、最後まで観戦したことに応え、常勝

早稲田 9 回裏 3－3 に追いつき杉山の三遊間安打で佐々木が本塁を狙ったが憤死、（佐々木

は脛を骨折）延長となった。トイレに行き延長戦に備えサヨナラ勝を確信していたが、10
回救援有原が打ち込まれ 5－3 と敗戦となる。その後第 3 回戦も敗れ完全優勝を逃す。

大学日本選手権も制した早稲田だが、福谷、竹内、阿加多ら 4 年生が主体の慶応に対し

て、1.2 年が主体の早稲田、早慶戦では経験の差によるものか執念によるものなのか別の雰

囲気がある。これを土台にすれば来季は完全優勝を目指せそうだ。  （高橋哲男記）

          

俳句部会

平成２４年５月２０日(日) 第１４３回句会  於：江東区 芭蕉記念館

江戸情緒が漂う粋な町、そして芭蕉の所縁深い町、深川周辺を吟行。

以下は全参加者(投句者を含む)１１名の代表作 （５０音順）

緑陰を自転車を駆る力士あり      安宅 武一

清澄の銘石碧く水守る         大久保泰司

俳聖の句碑覗き込む夏帽子       川俣 栄一 ＊最高得点

（９点）句

緑さす堂の真言梵字壁         河村 洋子

四阿に目閉じ五月の風を聴く      神田 尚計     

風青し千秋楽の相撲部屋        三田 三   

羽ひろぐ海鵜の威嚇小名木川      橘  優治

参道の佃煮老舗風薫る         棚野 愛子

初夏の風下町の粋隅田川        馬場 清彦

墨堤の翁の像や夏霞          比護喜一郎

甲羅干す清澄庭園池の亀        本間 信一

平成２４年６月１７日(日)  第１４４回句会  於： 市立中央図書館２F 集会室（小）

  兼題： 「麦の秋」、｢祭｣、当季自由句

高得点（４点）句以上

すぐと聞く駅は遥かに麦の秋       三田  三

町医者の本日休診祭かな         本間 信一

懐郷の鐘の鳴る丘麦の秋         比護喜一郎

手古舞のわらじきりりと夏祭り      松尾 良久

お誕生月を教えて下さい。「お誕生会」は当会の名物企画として定着してき来ましたが、

未だ５４名の方のお誕生月が不明です。該当の方に返信用はがきを同封しましたので

お手数ですが必要事項ご記入の上７月末日までご投函下さるようお願いいたします。
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お誕生会

５月は高柳さん米光さんお祝いいたしました   ６月は本間さん比護さんお元気です

７月のお誕生会は１８日（水）１７：３０～「やる気茶屋」で行います。７月生れの方は

矢部不三雄、清水正弘、塚越崇、渡辺真司、松崎勉、菱山房子、太田晴之助、山口道成、

神田尚計の皆さんです。

８月のお誕生会は１５日（水）１７：３０～「やる気茶屋」で行います。８月生れの方は

井坂宏、吉田利宏、川上曻一、吉田清郎、平井功、村上雅敏、弘法堂俊雄、池田信一、國

米家己三船津高志、久家政裕、片岡洋の皆さんです。

ゴルフ部会

5 月 21 日（月）熊谷 GC で稲門会 8 名、三

田会 9 名参加のもと１７回目の対抗ゴルフ会

を開催。当日早朝に金環日食が観測され、感

動的な天体ショーの余韻が残っている中で競

技が始まりました。

個人戦は当会の上原さんがグロス 89、ネット

７２で優勝。ネット上位 4 人で競う団体戦は

３．６ポイント差で三田会が３連勝。主力メ

ンバーが殆んど出場した三田会に対し稲門諸     金環日食の下早慶揃い踏み

兄は健闘したものの、何人かの有力ポイントゲッターが欠場した影響もありまたもや接戦

を落としました。それはともかく絶好のゴルフ日和に恵まれ、夕刻の鮮乃庄での懇親会も

盛り上がり、よきゴルフライバルとの和やかな一日を過ごすことができました。尚 6 月 20
日予定の稲門会例会は台風４号関東通過のため中止となりました。    （伊東 毅記）

              

稲門祭記念品購入にご協力下さい。毎年販売される「稲門祭記念品」はその収益がすべて

「稲門祭奨学金」として学生の支援に回されています。キャップ２千円、帆布バッグ、ポ

ロシャツ４千円などご購入は最寄りの役員又は別処稲門祭実行委員へお申し込み下さい。
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部会だより

カラオケ部会

７月２８日（土）１８：００～３時間「暑気払いカラオケ大会」を東久留米駅北口徒歩

１０秒の「オンチッチ」にて開催いたしますので奮ってのご参加をお待ちしております。

参加費４０００円（酒肴+飲み放題）

お申し込みは安次峰まで 電話・FAX 476-7132 E-Mail：satoru ajimine@hotmail.co.jp
７月２１日（土）までにお願いいたします。

映画鑑賞会

「すばらしき哉人生」９月２７日（木）午後２時００分～ 於：成美教育文化会館

いままでに登場しなかった名監督シリーズで前回のジョン・フォードに続いて、アカデ

ミー賞５回（作品賞/監督賞）を受賞したフランク・キャプラを取り上げました。

理想主義者の主人公（ジェームス・スチュアート）が街を牛耳る資本家に対抗して父の会

社＝庶民に味方する住宅金融を引き継ぐ。順調に来ていた人生だが大金を紛失したことか

ら破産寸前。イブの夜自殺を決意。そこに二級天使が現れ、彼が存在しなかった世界（街

の様子家族）を見せて人生の意義、人々の善意をおしえる。ヒューマニズムに貫かれたキ

ャプラお得意の人情劇だが、巧みな語り口はまさに名人芸。

フランク・キャプラは戦前１９３０年代に活躍した監督だが第２次世界大戦のドキュメン

タリーを撮り続けた。今回の作品は戦争が終結し復帰した戦後初の作品である。また主役

のジェイムス・スチュアートも同じく空軍兵として戦争に赴き復帰第１作となった。２人

は似た者同士で意気投合して夢の映画創りと国家の危機に際して愛国精神の発揚で結ばれ

た。（上映時間１２３分）

                                 （米光慶二郎記）

金環日食二体

ポケット上の月形は日食の映し出したもの

松崎会員がボール紙に極小の穴を空け撮影    路面に木漏れ日が丸く映っているのだが
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〈会員リレーエッセイ〉～噴水広場～

「たかが花火、されど花火」

清水正弘（43年 政経）

夏の風物詩、打上花火は梅雨明け七月から盛夏の八月にかけて一斉に夜空を輝かせ焦がす。

私の花火の原点は、戦後復興いまだしの小学生までさかのぼる。莚を敷いたトラックの荷

台にギッシリ乗り込んだ村人に混じり、美濃の関から大都市岐阜へ五里の田舎道を揺られ、

そして金華山の麓の暗い街並みを長良川の河原まで手を引かれ、見物した花火が心に焼き

付いている。花火大会は地元新聞主催で判官贔屓でもあるが、「長良川の花火は日本一、と

言うことは世界一だ」と誰もが自慢するので、既に幼い頃から花火というものをすっかり

観尽くした気持ちになっていたのである。

そんな訳で花火については無関心というより機会がほとんど無く、忘却の五十年間でもあ

った。ところが会社を卒業した頃に友人が、娘夫婦が営む江の島の料理旅館に呑み仲間を

招待してくれ、特等席の屋上から打上花火を楽しむ会を催してくれたのである。もちろん

夜空に花開く度に歓声を上げて乾杯し、愉快この上ない。すっかり忘れていた花火心に火

が点いて、調べてみると大会の数の多さに驚いた。1980 年頃でも名のある大会は十数に過

ぎなかったのに、今や全国津々浦々の市町村で、打上げ数の多寡を問わず盛夏には毎夜の

ように開催されている。昔は「長良川花火大会」だけだった岐阜県はなんと会場五十余ヵ

所という盛況ぶりで我が生地の「関市」も五千発を打上げている。安価な中国製花火の大

量輸入と、安全な電気点火方式の開発が相まってバブルの波にも乗り激増したらしい。早

速その夏は、我が家恒例の「家族全員集合（長男，次男の夫婦に孫四人の計十人）」を空き

家になっている関の田舎屋敷で花火を楽しむ合宿を行った。目の前の射場から火の粉を散

らし、揚がる花火は真っ暗な天空の頭上真上に閃光が広がり、炸裂音が郷愁とともに童心

に帰らせてくれた。この体験から「猛暑を花火で楽しもう」と夫婦そろっての花火ツアー

が始まったのである。

いささか羅列的であるが見物した主な花火大会を並べると、まず「長岡大花火大会」は射

場が中州にあり信濃川河川敷の両岸が観覧席となっていて、どよめく歓声の呼応が面白い。

長生橋に仕掛けられた長大なナイアガラ仕掛け、尺玉 10 号の 100 連発、超大型ワイドス

ターマイン、空一杯の正三尺玉など圧倒的な迫力がある。左岸で見物したら右岸で

も見たくなり三年越しに再度堪能したものである。「諏訪湖祭湖上花火大会」は日

本最大の打上げ数を誇り、特に湖面を光で彩る水上スターマインが珍奇。列車で行

けて駅から会場の湖岸へは近い。「全国新作花火競技大会」も同じ諏訪湖畔で行わ

れ、私達は JR 貸切朝帰り列車を利用した。「熊谷花火大会」は市民参加の「慶事

花火」が面白くて親しみが湧き、規模も充分に楽しめる。

駅から５分の荒川緑地の会場は無料で快適な芝生。東久留米から気軽に往復できる。
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「全国花火競技大会」の様子

花火見物が嵩じると行き着くのは「全国花火競技大会」（秋田大曲花火）だろう。

全国から選抜された２７業者が、自ら製作した花火を自ら打上げる至高の競技会で

総理大臣賞を競う最も権威ある大会である。プログラムは大輪の尺玉割物２発（多

重芯変化菊、自由新作）、それに音楽に合せての速射連発創造スターマインと決め

られ、高難度の技術と正確性を競って芸術的ですらある。6 分間で二千余発が乱舞

する恒例の提供花火は圧巻で、また「煙竜」と「割物」で形や色彩を競われる大曲

だけの昼花火は珍しい。特に雄物川対岸の射場の後背には姫神山が聳え余分な光を

遮って漆黒を演出し、胸板を貫く炸裂音が反射して陶酔の感動を呼ぶ打上げ環境は

抜群である。

夫婦ですっかり花火に入れ込んでいるが、有名な大会ほど大観客が殺到し、郊外の駐車場

からたどる観覧席は遙か遠く、まだ高い陽射しに炎熱冷めやらぬ河原で待ちに待つには体

力と根性が必要である。それもやがて陽が落ち、皮切りの一発

で大苦労が吹っ飛び我を忘れての数時間、やがて終焉を迎えて

“とどめ”の一発で静寂が戻り、深い満足感に包まれる。

ところが不思議なことに花火の委細はほとんど覚えていず、次

々と忘れてしまっているのに気付き、加齢健忘症か認知気味か

と我が身を疑いもする。しかし忘れてこそ花火で、忘却がまた

次に行きたくなる原動力なのかも知れないと慰めている。私に

とっては「たかが花火、されど花火」なのである。
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東稲広報室

○ 訃報

６月 氷川台 高橋昭康氏（２６年 旧高工化）

謹んでご冥福をお祈りいたします。なお、当会からは規定に従って生花を供えました。

○ 本号記載の通り第一回旅行同好会は好評のうちに終了いたしました。次回は１０月２５

日（木）～２６日（金）１泊２日「東北の被災地救援ツアー」を格安な料金で計画して

います。詳細は９月号で発表します。

蓬莱橋二体

大井川に架かる木造世界最長（897.4ｍ）の橋    新東名高速道島田金谷 IC から２０分程

＜編集後記＞

●いつの間にか紫陽花が色あせ、雲間から差し込む空の光がまぶしい。

当会各部会の活動は、ウォーキング、旅行同好会、映画鑑賞会、女性サークル、ゴルフ部会等

全開だ。とくにウォーキングの会は山手線一周を達成した●佑ちゃん以来５年ぶりの大学野球日

本一に輝いたワセダ。スーパールーキー吉永投手の活躍、チームの研ぎ澄まされた集中力のたま

ものだ。１，２年生主体のチーム。期待はまだまだ続く●未知の場所を歩くのが好きだ。歴史の

詰まった神社仏閣、霊園や墓地、そして博物館などを訪ね歩き、日本の近代史に足跡を残した文

化人をしのぶ。都会の喧噪を忘れ去るような木漏れ日と吹く風にいやされた公園、しゃれたマン

ションが立ち並ぶ表通りから路地裏に入ると下町情緒が色濃く、生活の息づかいを感じる場所が

あったりする。また、道端の何気ない花の香りにふと足をとめたり、ときには青春の思い出が心

の花びらとなって散る。当会人気の「ウォーキングを楽しむ会」。約４年を要して山手線一周を

終えた。幹事の皆さんに感謝、完歩した平山会長に拍手●今年はどんな夏になるのだろう。又、

暴力的な暑さがくるのだろうか。                     （大島勝典）


